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2012年度『学会賞』選考結果

学会賞選考委員会委員長

谷　　口　　祥　　一

三田図書館・情報学会 学会賞は，会誌である Library and Information Scienceに掲載
された優れた論文に与えられる賞です。本年度は 66号と 67号に掲載された原著論文 7編
を対象に厳正な審査を行った結果，以下の論文を学会賞として選考いたしました。

　岡田将彦
　大学図書館における無線綴じ図書の損傷
　Library and Information Science, No. 66, p. 37‒60.

本論文は，無線綴じ図書の損傷について大学図書館における状態調査を実施し，損傷の
状況を分析するとともに，複数大学図書館の蔵書管理担当者にインタビュー調査を実施
し，損傷への対応を含めた保存体制の現状について明らかにしている。無線綴じ図書を対
象とした，著者自身による過去の調査結果を踏まえて新たに調査を再設計の上，大規模大
学図書館において約 3,000冊を対象に，有線・無線綴じの区別の下，無線綴じ図書を対象
に表紙の形態，接着剤の種類，綴じの素材，貸出回数，そして損傷の状態（綴じの状態，
接着剤の状態，損傷箇所，見開き度，修復の痕跡等）を丁寧に調べている。調査結果も適
切に分析されており，状況が的確にまとめられている。続けて，複数の大学図書館の蔵書
管理担当者に対して，無線綴じ図書の損傷への認識，損傷図書への対応方法や現在の課題
についてインタビュー調査を実施し，現状と課題を明らかにしている。
無線綴じ図書の損傷という，これまであまり注目されてこなかったテーマについて大規
模かつ綿密な調査を実施している点，著者自身による以前の調査結果を的確に踏まえた調
査を再設計している点，複数の要因間の関係整理を含めた調査結果の丁寧な分析が行われ
ている点は高く評価されるべきものと考える。
他方，調査結果から実務的に直接有益な示唆を得るには至っていないこと，無線綴じ図
書に特段の認識をもたない蔵書管理担当者へのインタビュー調査が状態調査結果とは直接
的に対応しない部分を含むなどの難点も指摘できるが，得られた成果はそれを補って余り
あるものである。
今後，本論文が示した方法および成果が，無線綴じ図書にとどまらず，他種の資料の損
傷や状態調査へとその適用可能性が検討され，さらなる展開が図られることを期待して，
本論文に学会賞を授賞することとした。


